
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

No.130 

2022年 7月 

 

男女が共に参画し 多様な生き方が選択できる社会をめざして 

令和４年の男女共同参画白書が公表され

ました。 

新型コロナウイルスの感染拡大は、特に

女性の就業や生活に大きな影響を与えまし

た。問題の背景には、家族の姿が変化して

いるにもかかわらず、働き方の慣行や人々

の意識、社会制度など日本の男女共同参画

が進んでいなかったことが改めて指摘され

ています。もう一度「ジェンダー平等」を

考えるきっかけにしてみませんか。 

 

◆ 家族の姿が変化し、人生も多様化 

昭和の時代、多く見られた専業主婦は減

少し、共働き世帯が全体の約 7割を占めて

います。また、女性の単独世帯は、この 40

年で 3.1倍（うち未婚は 2.3倍）、男性の

単独世帯は 2.6倍（うち未婚は 1.7倍）に

増加するなど、人生の姿は多様化していま

す。 

令和４年  

男女共同参画白書（内閣府） 
人生 100年時代における結婚と家族 
～家族の姿の変化と課題にどう向き合うか～ 

共働き世帯数と専業主婦世帯数の推移（妻が６４歳以下の世帯） 

◆ 女性に厳しい所得格差 

  一方で単独世帯で所得 300万円未満の世

帯は、男性が 3割程度なのに対し、女性は

5割以上と割合が高くなっています。 

 

◆ 人生１００年時代の男女共同参画 

  人生が多様化するなか、女性の経済的自

立、無償ケア労働（家事、育児、介護等）

への配慮、世帯単位から個人単位の保障制

度など、男女共同参画社会に向けた制度の

見直しの必要性が指摘されています。 

内閣府 男女共同参画白書 

令和４年版はこちらから → 
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にいがた女
ひと

と男
ひと

フェスティバル 2022開催しました！ 

新潟県第 4次男女共同参画計画 

（男女平等推進プラン）が策定されました 

令和４年 3月に新潟県の「第 4次男女共同参画計画」が

策定されました。 

新しい重点目標として、「女性の県内定着、U・Iターン 

のための環境整備」を加え、所得水準の向上や企業等にお

ける女性の働きやすさの向上を促進するほか、困難を抱え

た人々に対する支援や多様性を尊重する環境づくりなど、

支援を必要とする人が誰一人取り残されることのない男女

共同参画社会の実現を目指すこととされています。 

また、新しい目標指標として県内上場企業役員に占める

女性の割合 10％、男性の育児休業取得率 30％、自治会長

に占める女性の割合 6.7％などが示されました。計画期間

は、令和 4年度から 8年度までの 5年間です。 

 

6月 18日から 26日に、新潟ユニゾンプラザに

て「にいがた女と男フェスティバル 2022」を開

催。基調講演会と県内活動団体によるワークショ

ップに例年以上の多くの方々から参加いただきま

した。 
 

◆基調講演会◆ 6月 26日（日） 

「アナウンサーパパが伝える 

ワークライフバランスと女性活躍」 

(講師) 笠井 信輔さん （フリーアナウンサー） 

笠井さんは、立ち会い出産のために生放送の司

会を休んだ男性アナウンサー第 1 号。自らの子育

て体験などを踏まえ、男性がどのように子育てに

関わっていくか、家庭での男女共同参画をどう進

めるかといったお話しや、働き方を歯車にたとえ

「自分でしかできない」という働き方の意識を変

えていくことが大事とユーモアを交えながらメッ

セージを伝えていただきました。 

◆ワークショップも同時開催！◆ 

 

 

 

 

 

 県内で活動する 19 団体がそれぞれの「想い」

と「工夫」をこらして学習会やワークショップを

開催し合計 190 人の方からご参加いただきまし

た。 

 各ワークショップのテーマは、「子どもや女性

の人権」「健康」「LGBT」「子育て」「アンコンシ

ャス・バイアス」など多岐にわたり、参加者のみ

なさんは、多様なワークショップのなかで新しい

気づきや学びに繋がっていたようです。初めて当

財団のことを知る方もいて、一緒にフェスティバ

ルを開催していくことを通じて、男女共同参画の

「和・輪」を広げていくことができたと実感しま

した。 講師の笠井信輔さん 会場の様子 

トピックス 

参加者からは、「手伝いではなく、自分のことを

自分でできるようにという言葉が響いた」 

「人として生きる中で仕事と家庭を両立させること

を考えさせられた」などの感想が寄せられました。 

今回は、会場参加の他にオンライン（Zoom ウ

ェビナー）配信も行いました。また、佐渡市、糸

魚川市など県内 7 市町村でサテライト会場が設営

され、遠隔地のみなさまを含め、20～80代と 

幅広い世代から合計約220人の方々から参加して

いただきました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

セミナー名 開催日時 講 師 参加費  

～自分で自分を育てる 自信につなげる～ 

自分との対話 セルフコーチング 

【会場：新潟ユニゾンプラザ】 

7月 23日（土） 

13:00～17:00 

丸山 結香さん 

経営コンサルタント リーダーシップコーチ 
3,000円 

対
面
開
催 

文章力ワークショップ 

想いが通じる！言葉の表現力をつける 

7月 31日（日） 

10:00～16:00 

山田 ズーニーさん 

文章表現・コミュニケーションインストラクター 
5,000円 

オ
ン
ラ
イ
ン
開
催 

思いを伝える、人を動かす 3つのスキル 

プレゼンテーションセミナー 

8月 27日（土） 

13:00～17:00 

岡村 美香さん 

（株）HRインスティテュート コンサルタント 
3,000円 

アサーティブ コミュニケーション講座 

～信頼関係の構築を目指す対話のスキル～ 

10月 2日（日） 

13:00～17:00 

竹崎 かずみさん 

アサーティブジャパン専属講師 
3,000円 

～チームとメンバーの成長を促す～ 

コーチングの「フィードバック」基本編 

10月29日（土） 

10:00～16:00 

丸山 結香さん 

経営コンサルタント リーダーシップコーチ 
5,000円 

対
面
開
催 

開催日時 テーマ 会 場 講 師 

7月 30日(土)13：20～ コミュニケーション 小千谷市 サンラックおぢや 菊野 麻子さん フリーアナウンサー 

8月 24日(水)18：30～ アンコンシャスバイアス 妙高市 オンライン 西原 亜矢子さん 長岡技術科学大学特任講師 

9月 9日(金)15：00～ 仕事と介護の両立 上越市 市民プラザ 朝日 由香さん 国家資格キャリアコンサルタント 

10月 1日(土)13：30～ LGBT勉強会 佐渡市役所 井浦 綾香さん LGBTQここらてにいがた代表 

10月 3日(月)15：00～ 男性育休・家庭内の役割分担 柏崎市役所 高野 真規さん たかの社会保険労務士事務所 

10月 8日(土)10：00～ 
ダイバーシティマネジメント

とコーチング 
長岡市 まちなかキャンパス 丸山 結香さん 経営コンサルタント 

① 10月 15日（土） 

② 11月 20日 (日) 

こころと体の 

セルフケア 
見附市 ネーブルみつけ 

① 森 真理さん 

② 滝沢 裕子さん 
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これからのセミナーご案内 

◆ 市町村の課題を取り上げる『地域セミナー』 ◆ 

◆ 働く女性のスキルアップ&交流会 ◆  

情報発信スキルアップ！Instagram の活用＆撮影セミナー 

講 師：佐藤 康子さん グローカルマーケティング（株）コンサルタント 

 開催日時：9月 3日（土）13:30～15:30 

会 場：新潟県女性センター女性団体交流室 2  

 

 県内外の講師による多彩なセミナーです。 

オンラインに加えて、対面でも開催していきます。ホームページ

やＳＮＳで、ぜひチェックしてください！ 

◆ 男女共同参画の視点からの『人材育成セミナー』◆ 

＊この他にもマネジメント力や課題解決力を高めるセミナーや情報スキルを学ぶセミナーなどを開催していきます。ご期待ください。 

＊財団利用会員(年会費 3,000円)になられると、参加費が各回 2,000円割り引かれます。 

社員の方の参加費が一定数無料になる企業法人会員制度もあります。社員研修にもご利用ください。詳しくはお問い合わせください。 

対面開催 

参加費無料 
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会員情報 

ハッピー・パートナー企業(新潟県男女共同参画推進企業) 

になりませんか！ 

編集・発行  

公益財団法人 新潟県女性財団 

〒950-0994 新潟市中央区上所 2-2-2  

新潟ユニゾンプラザ 2階/新潟県女性センター 

●電話     025-285-6610 

●fax     ０25-285-6630 

●メール    npwf@npwf.jp 

●ホームページ https://npwf.jp 

●Facebook  新潟県女性財団 

●twitter  @npwfniigata 
HP FB twitter 

【編集後記】 子どもの予防接種のため、数

年ぶりに小児科を訪れた際、お子さんを連れ

たパパさん達が非常に多かった事に、１０年

前とは違う嬉しい（羨ましい？）驚きを感じ

ました。今後も育児休業法も改定があり、ま

すます育児に積極的に参加されるパパ達が増

えてくることでしょう。今後もこの良い変化

に期待したいです。（AK） 

 

 

 新潟県では、男女が共に働きやすく、女性の育成・登用に積極的に取り組む

企業を「ハッピー・パートナー企業(新潟県男女共同参画推進企業)」として登

録・認定し、その取組を支援しています。 

 今年度から県の支援制度も拡充され、人材確保、企業ＰＲにもつながりま

す。この機会にハッピー・パートナー企業への登録を検討されてみてはいかが

でしょうか。 

【登録企業のメリット（主なもの）】 

・男性育休取得、妊娠・出産・子育て休暇に対する助成金 ※ 

  ・従業員向け金融商品の優遇(教育ローン・マイカーローン等) ※ 

  ・県における物品の優先調達 

  ・建設工事入札加点 

・各種情報（制度、セミナー）の提供 

・求人活動における PR 

・ハッピー・パートナー企業交流会議への参加 など 

※ 基本登録に加え、 

パパ・ママ子育て応援プラス認定の取得が必要です。 

新潟県消費者協会は県下 16 団体で構成され、50年以上に

わたって性別・年齢を問わず、消費が社会や地球環境等に及

ぼす影響を意識し、持続可能で魅力ある消費者市民社会づく

りに向け、エシカル消費(※)の推進、消費生活に関する講演

会開催等の活動をおこなっています。また、県や市の審議会

等に積極的に女性を委員として推薦しています。 

 消費者被害防止啓発をおこなうボランティア「消費生活サ

ポーター（県内約 230 人登録）」を養成し、自治会等の会合

への講師派遣や情報提供などの啓発活動をしています。今後

は、生活に欠かせないものとなった、オンライン（ＩＣＴ）

の活用推進にも取り組む予定です。 

エシカル消費勉強会の様子 

サポーターちらしと会報誌 

【お問合せ先】  

〒950-0994 新潟市中央区上所２-２-２ 

新潟ユニゾンプラザ１F 

TEL&FAX025-281-5558  

http://www.nsyokyo.org/ 

※エシカル消費 

人・社会・地域・環境に配慮し

た消費行動のこと。国連の持続

可能な開発目標(SDGｓ)に関連

する取組みです。 

お申込みや応募方法等のお問い合せは 

新潟県女性財団でお受けしています(県委託業務) 

電 話 :０２５－２８５－６６１０ 

メール：ngt.happy-p@npwf.jp 

https://www.pref.niigata.lg.jp/sec/seisaku/1208106072710.html 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あなたと一緒に考えたい  

困っていること、 

ありませんか 

「にいがた Ribbonne net」では、様々な不安や

悩みを抱える女性を支援する相談窓口などの情報

を掲載しています。 

孤独や孤立、離職や経済的な困窮、性暴力や DV（配

偶者暴力）による被害、子育てに関する悩み・・・。

ここでは公的な相談機関や NPO法人など、様々な

相談・支援窓口を紹介しています。 

右の QR コードから自分に合った相談窓口をご

利用ください。（また、女性財団のホームページ

“Ribbon net”のバナーからも入れます。） 

メールや電話、LINEなど、あなたが話しやすい

窓口から、困っていること教えてください。  

あなたを支えてくれる人が見つかるはずです。 ←各種相談窓口は 

こちらから 

新潟県男女平等推進相談室のご案内 
2 つの相談方法がございますので 

ご利用しやすい方法でお気軽にご相談ください 

相談は無料です 

秘密は固く 

守られます 

 

※専任の相談員が相談をお受けします 

※悩みの解決に向けてアドバイスや情報を提供します 

※必要に応じて、関係機関等をご案内します 

【相談時間】 

月～金曜日/１１：００～12：30 

      １３：４０～17：30 

土曜日/１０：００～12：30 

    １３：４０～16：30 

※１２：３０～１３：４０は受付休止 

※日曜日、祝日、 

１２月２９日～１月３日はお休みです。 

① 専任相談員による電話相談 

TEL/025-285-6605 

② 専任相談員による来所相談 
（原則予約制） 

お電話でのご予約 

TEL/025-285-6605 

 

FAX またはメールでのご予約 

FAX/025-285-6612 

メール/soudan@minos.ocn.ne.jp 

にいがた Ribbon net リーフレット 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 3年度 新潟県女性財団の事業及び決算についてご報告します。 

◆ 主な事業の実施状況 ◆ 
 

  研修事業では、新型コロナウィルスの感染が終息しないなか、オンライン開催や感染防止対策を徹底し

た上でのリアル開催、オンラインとの併用方式など、状況に応じてセミナーを開催しました。また、新た

に相談・支援窓口を紹介する webサイト「女性のための相談窓口(にいがた Ribbon net)」を開設するな

ど、様々な困難を抱える女性に対する支援事業(女性のつながりサポート)を実施しました。 
 

  (1) 情報事業 

   ○ ホームページ、ＳＮＳ等による情報の提供 

   ○ 啓発誌 ぶっくばらんす 4号 「思春期男子のモヤモヤする日常」（5,000部） 

   ○ 機関紙 「新潟県女性センター情報」 年４回×2，000部 

  (2) 研修事業 （合計５７講座、参加８１７人） 

   ○ 男女共同参画の視点からの 「人材育成セミナー」 （１２講座） 

   ○ 企業等の男女共同参画や女性活躍を支援するセミナー（１０講座） 

○ 女性の再就業や育休後の職場復帰を支援するセミナー （９講座） 

○ 現代的な課題を考える 「女性センター講座」 等 （１０講座） 

   ○ 地域の課題を取り上げる 「地域セミナー」 等  （１６講座） 

  (3) 支援・交流事業 

   ○ にいがた女と男（ひととひと）フェスティバル２０２１ 

（基調講演）坂東 眞理子さん「アンコンシャス・バイアス（無意識の偏見）を越えて」 

と２０のワークショップ 

   ○ 企業等における女性活躍の取組支援 （働く女性交流会など ６講座） 

   ○ 女性に対する暴力をなくす運動 （ユニゾンプラザ・パープル・ライトアップ等） 

   ○ 様々な困難を抱える女性を支援する「女性のつながりサポート事業」（相談窓口の周知、NPO等

との連携、女性用品の配付等） 

  (4) 新潟県女性センター（女性団体交流室等）の貸出 

◆  決算の状況  ◆ 
（正味財産増減計算書）              （貸借対照表）令和４年 3月 31日現在 

  


